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青木野枝
鉄という素材に魅了され、
40年以上にわたって鉄を使った彫刻作品を制作している青木野枝。
重たい金属というイメージをもつ鉄を素材に用いながら、
見る者に軽やかささえ感じさせる彫刻作品は、どのように生み出されているのか。
作家人生のほとんどを共にする「鉄」への熱い思いについても語ってもらった。
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　都心からほど近い場所にありなが

ら、豊かな自然の中に建つ風変わり

な平屋。そこが、青木さんのアトリ

エだ。倉庫のようにも見える建物に

一歩足を踏み入れると、その広大さ

に驚かされた。

―すごく特徴的で、おもしろいア

トリエですね。

青木　特徴的というか、鳥小屋です

からね（笑）。ここを借りはじめて、

40年くらい経ちますが、元々は養鶏

場だったんですよ。作品作りに、と

にかく広いスペースが必要なので、

私にとってはこういった場所がちょ

うどいいんです。
―スケールの大きな作品をどのよ

うに制作されているんでしょうか。

青木　まずはざっとスケッチという

かプラン図を描いて、その中に人物

も描き込んで、作品がどのくらいの

大きさになるのかイメージします。

そして、制作に入ると、ひたすら鉄

板を溶断（※）します。制作過程の99パ

ーセントは溶断なので、１日中切っ

ているという感じです。それから、

運び出せる大きさまではここで溶接

していきます。パーツはトラックで

運び、あとは展示場所で足場を組ん

でつなぎ合わせて、作品を完成させ

ます。大きなものだと47メートルに

もなります。
―制作過程の99パーセントが溶

断ということに驚きます。

青木　私にとって溶断は、画家が線

を描くのと同じこと。だから、人に

任せず、すべて自分でやります。

　溶断すると、初めてこの世界にそ

の鉄の断面が姿を現し、空気に触れ

る―。その瞬間が好きで。厚い鉄

に熱を入れていくとオレンジ色にな

って、もっとやっていくと白く、真

昼の太陽みたいに輝いてだんだん溶

け出していく。それを酸素の圧力で

切るのですが、切らずにそのままに

しておくと、周りから冷えていって、

中が赤くて外が黒くなっていく。そ

れが半透明に見えるようなときがあ

り、すごくきれいだな、と昔から思

っていて。私にとって鉄は半透明な

金属で、重たい素材だという印象を

抱いたことはないですね。
―長く一つの素材と向き合う中で、

考え方などが変わってきたことはあ

りますか。

青木　鉄に対して「尊敬」という言

葉がふさわしいのかはわかりません

が、やっぱり鉄ってすごいなと、や

ればやるほど思います。鉄は水中に

も地中にもあるし、隕
いん

鉄
てつ

という宇宙

から来るものもあるし、自分の体の

中にも鉄分というものがあって、鉄

は昔から身の回りにいっぱい存在し

ていて―。だからなのかな、鉄が、

とにかく大好きなんです（笑）。
―高等学校教科書『美術 2』（P.31）

に青木さんの作品「ふりそそぐもの

たち／長崎」が掲載されています。

どんな思いを込めたのでしょう。

青木　長崎で個展をする際に制作し

たものですが、この街にささげるよ

うな気持ちを込めています。長崎と

いう街にはいろいろな歴史がありま

すよね。キリシタンの弾圧とか原爆

とか―。長崎のことを勉強してい

るうちに、実は私の親戚にも長崎の

原爆で亡くなった方がいるというこ

とがわかって。長い間、それを知ら

ないまま過ごしてきた自分がいて、

長崎で個展をするなら、中途半端な

気持ちで取り組むわけにはいかない

と思いながら制作しました。

―赤いガラスがはめ込まれている

のはなぜですか。

青木　直感的に使いたいと思ったの

で言語化するのは難しいんですが、

色については、長崎のつらい歴史か

ら血をイメージしたのかもしれない

し、贖
しょく

罪
ざい

の意味があるのかもしれな

い。おそらくこの先、他の作品では

使うことのない、長崎のための赤な

んです。
―場所とのかかわりを大切にした

作品なんですね。

青木　これに限らず、私の彫刻って、

展示が終わったら解体して跡形もな

くなるんですよ。展示空間に合わせ

て作るので、同じ作品は二度と作れ

ない。だから、その場所に置くこと

の意味を大切にしています。
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アトリエの入り口。扉に書かれた「クマタマ」は、
アトリエの名前だそう。

上／スタッフと協力して、
美術館で作品を組み立てている様子。
左／長崎県美術館での展示。
ふりそそぐものたち／長崎　
鉄、ガラス　高さ580cm　2019年
下／長崎での個展のためのアイデアスケッチ。
制作に入る前に、たくさんのスケッチをして構想を練る。
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切り出した鉄を組み合わせた、
作りかけの作品。

制作時間の99パーセントを占めるという、鉄板を切り出していく作業。
青木さんが最も大切にしている過程だ。
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※金属に熱を加えて切断すること。 32


